
事 業 概 要

・事業目的 防風や飛砂防備、水源涵養林など市民生活に欠かせない松林を
守るため、松枯れの原因となる森林病害虫等を駆除または防除
する（実施対象は指定区域内森林）。

・事業内容 国や県と連携し、地上散布及び伐倒駆除等を実施する。
地上散布：マツノマダラカミキリ※の発生時期を気温や調査用

木などから予測し、薬剤散布を実施することで防除
する。

伐倒駆除：秋に県と合同で病害虫に感染している松の現地調査
を実施、冬季から春季にかけて被害木を伐倒破砕す
ることで駆除する。なお、処理木はチップ化により
有効活用する。

・事業対象者 一般競争入札により民間事業者へ発注
・事業予定量 地上散布 111ha 伐倒駆除 3,520m3（R2からの繰越を含む）

【継続】森林病害虫等対策事業 【令和3年度予算額：43,023千円】

○防風や飛砂防備等の公益的機能を持つ松林を森林病害虫等から守るためには、適切な管理が必要となる。

○国や県と連携しながら適切な時期に対策を実施することで、森林病害虫等による被害の減少を図る。

ポイント

事 業 効 果

適切な時期に松枯れ被害木の伐倒駆除及び薬剤地上散布
防除を実施したことにより、被害拡大を抑制した。

【お問い合わせ】

酒田市農林水産部農林水産課

林業振興係 ℡43-8708

出典：庄内海岸林松くい虫被害対策強化プロジェクト会議

保安林を含む民有林被害発生状況

地域

H30 R1 R2

本数(本) 材積(ｍ3) 本数(本) 材積(ｍ3) 本数(本) 材積(ｍ3)

酒田市 11,728 7,580 11,624 7,462 7,889 5,623

庄内地域 25,707 14,390 25,521 13,736 18,972 10,927

※マツ類の穿孔性害虫。松枯れの原因で
あるマツノザイセンチュウの媒介者。

（東北森林管理局HPより）


